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フィリピン人 1 名とロシア人 1 名の生存者を救助し，日本と米国による 2 回目の捜索で日
本人 3 名の生存者を救助する。米国は生存者の証言から溺死の原因を紅頭嶼に住む先住民
ヤミによる強奪と判断する。翌年１月，米国からの要請を受けた日本は紅頭嶼へ討伐隊を












Progress of the Benjamin Sewall incident 1











































　典拠については便宜上，『台湾総督府公文類纂』4749 冊-2 号を「総 a」，『台湾総督府
公文類纂』4810 冊-1 号を「総 b」，『台湾総督府公文類纂』4811 冊-1 号を「総 c」，『台
湾総督府公文類纂』4814 冊-3 号を「総 d」，『公文雑輯』Ｍ 36-4 を「公」，『理蕃誌稿』
を「理」，SHIP-BENJAMIN SEWALL- を「Ｓ」，『台湾日日新報』を「台」と記載する。




いなかった。とくにこの時期は，日露関係が緊張を増していたため，1903 年 9 月に文部
大臣を免じられ，10 月には内務大臣を免じられ，かわりに参謀本部次長に就任し，日露
戦争勃発後の 1904 年 6 月には陸軍大将に任命されている。民政長官後藤新平は，1903 年
11 月 20 日に貴族院議員に勅選され，帝国議会出席のため 11 月 17 日から翌年 2 月 16 日




米国領事ジェームス・Ｗ・デビッドソンは不在で，米国副領事 A. C. ランバートが代理を
務めている。
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　 S69, 118・ 理318, 
733・台10/17・総
a47・総 c10, 30 , 
64 ・公1125






10月 4 日 台湾南の沖合で台風に遭う。 　 理318, 733, 735・
総a47, 90-91・ 総
c10, 31, 64, 91
　



























総a15, 47, 77, 91・
総 c11 ,  31 ,  6 4 , 
167・公1125
午 前 8 時 頃 退 船
用 意をし， 午 後



























































　 理 73 5 -7 3 6 ,  台
10/25・Ｓ73, 79, 
8 2・総 a70 -73・
総 b 1 6 - 3 7・総









（ 総c13, 32, 92），








10月 8 日 午前 3 時頃，船長のボートが
鵞鑾鼻燈台に漂着。











9 日午前 2 時とみ
られる記述もある
（台10/9）。
午 前 4 時 頃， 漂 着 者11名が
鵞鑾鼻警察派出所に救助され
る。






























































































































































































































総a48, 57, 81-82 　
10月12日 午前 5 時50分，須磨丸が紅頭
嶼の矢代湾を出発。南方より
東方して廻る。
































10月12日 午後 4 時，須磨丸が大板轆に
到着。
































































































































































































































































































































































































































































































































































員19名 と い う










午前 9 時 5 分，台東庁長相良
から民政長官後藤へ打電。





午前 9 時 5 分，警察本署警部
平賀から警察本署長大島へ打
電。


























































Ｓ 83・台 10/20, 
10/25・総 a94・
総 c62, 86, 138-
140・公1117-1118
午 後 3 時 半 頃 到
着という記述も
あ る（ 総a94,総
c67）。 午 後 1 時
投錨という記述
も あ る（ 総c62）。










































































































































































































　 Ｓ84・総c26, 63, 
































































































10月21日 午後 6 時，オーストリア号が
香港に向け出発。
　 Ｓ84・総a62-63 午 後 5 時 と い う















































































































































































































































公1137-1144 10月24日 付。 接
受11月 7 日。



























































10月28日 午後 5 時，明石丸が蘇澚に寄
港。
　 総c123 　
























































































DOUGLAS EGAN， SHIP － BENJAMIN SEWALL OTHER DAYS OF SHIPS & MEN, 
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